
化学物質リスクアセスメントツールの新機能
～法改正に合わせた追加機能の検討と実装～
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化学物質名入力 実験条件入力 リスクアセスメント結果

CRAマルチツールの構成及びリスクアセスメントの流れ

トップページ

• 少量・低頻度向け手法
• 半定量的手法
• 定性的手法
を選択できる

条件等をより細かく設定
できる準精細及び精細CRA

リスクレベルを調べたい化学物質名を入力
ex. クロロホルム

アセトン

化学物質のみで
決まる有害性

▼経皮吸収リスク評価の条件等も設定可能

作業内容・実験条件・使
用量・換気状況を入力

• 候補が確定するとGHS
絵表示が示される

• 2成分以上の場合，混触危険
情報が表示される 「結果の詳細」を参考にリスク低減策

を検討する

リスクアセスメントの現状と対策後を
比較した実施レポートを出力可能

法令（安衛法） 福井大学の取り組み

平成26年 化学物質のリスクアセスメントに係る法改正

平成27年 化学物質等による危険性又は有害性等の調査
等に関する指針の公示

化学物質リスクアセスメント（CRA)ツールを作成
（学内外公開）

火災・爆発リスクアセスメントの機能を追加

平成28年 「化学物質のリスクアセスメントの義務化」

平成30年 CRA手法に「少量・手頻度向け」を追加
名称を「化学物質リスクアセスメントマルチツール」に変更

令和元年 「経皮吸収リスク評価」を「少量・低頻度向け手法」に追加

令和２年 保護手袋選定機能を追加

令和４年
化学物質規制に係る法改正
リスクアセスメントを基本とした

自律的管理へと移行

ラベル出力機能を追加
入力成分の混触危険性を表示する機能を追加
実施レポート出力機能を追加

改正内容（一部記載） 本学マルチツール機能

別容器等で保管する際の措置の強化 容器ラベル作成
（PDF,Excel出力）

ばく露濃度の低減措置
（ばく露を濃度基準値以下にすること）

リスクアセスメント結果
「現状」「対策後」でレポート作成

RA結果等に係る記録の作成と保存 実施レポート等の出力
（PDF,Excel出力）

皮膚等障害化学物質への直接接触の防止
（健康障害を起こす恐れのある物質関係）

保護手袋選定
経皮吸収リスク評価

福井大学のこれまでの取り組み 今回の法改正内容に対応（役立つ）
本学マルチツールの機能

マルチツールの構成

大学は教育研究機関であり，企業の生産現場・工場とは異なり少量の化学物質を取り扱う．
また，実験条件に併せて多品種の化学物質を取り扱うことから，CRAは煩雑になる．

http://roukan2.ad.u-fukui.ac.jp/risk_assessment_new/

少量・低頻度向け手法 半定量的手法 定性的手法 準精細手法 精細手法

厚生労働省とみずほリサーチ＆テ
クノロジーズ(株)が共同開発した
CREATE-SIMPLEをベースに改良

COSHH Essentialsの手法を中災防
が半定量的リスク判定に拡張した

手法

COSHH Essentialsコントロールバ
ンディングに中災防が作業時間・

頻度などを追加した手法

オランダで開発された吸入ばく露
濃度推定ツー「Stoffenmanerger

ver.4.0」に準じた手法

EUのART Projectにより開発され
た「Advanced REACH Tool 

(ART) ver.1.5」に準じた手法

本学のデフォルト設定
CRAツール

半定量的手法 少量・低頻度向け

1～1,000
[g or mL]

1～10 [g or mL]

10～100 [g or mL]

100～1,000 [g or mL]

1～1,000
[kg or L] 1～1,000[kg or L]

1～1,000
[t or kL] －

半定量的手法 少量・低頻度向け

なし なし
（換気回数1～3回／h）

全体換気
（換気回数10回／h以上）

一般換気
（換気回数3～5回／h）

工業換気・屋外作業
（換気回数5回／h以上）

局所排気（外付け） 局所排気（外付け）

局所排気（囲い式） 局所排気（囲い式）

密閉化 密閉化 OELから見積もった
有害性レベルを使用

GHS分類から見積もった有害性レベルを使用

OELから見積もった
有害性レベルを使用

半定量的
手法

過大評価になりにくいOELの
方を優先して表示

取扱量の区分の少量側を拡張 換気状況選択項目の細分化 リスクレベル表示の単純化

少量・低頻度
向け

1～1,000 [g or mL]の区分を3つに分けて
少量使用時のリスク評価精度を向上
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容器ラベル作成機能 保護手袋の選定機能

ラベル表示対象物を他の容器に移し替えて保管する
場合に，当該物質の名称及び人体に及ぼす作業につ
いて，ラベル等で明示することが義務付けられる

容器の成分を選択_ex.クロロホルム

注意書きフレーズ
を絞り込み（EXCEL）

レベル1

レベル3

小分け容器のサイズ
等に併せて調整可能

大 小

皮膚や眼に障害を及ぼす可能性のある物質を使用
する場合は，令和6年4月から不浸透性の保護衣，
保護手袋等の着用が義務付けられる

容器の成分を選択_ex.アセトン

Hansen溶解度パラメータを使って
保護手袋素材の有機溶剤による膨潤
浸食の有無を3段階で推測

メーカー別の破過時間表
も表示可能

20分・60分・240分浸漬時の耐性
を「〇」「△」「×」で表示

カッコ内の数値はHansen溶解度パラメータから算出したポリマーと溶
剤の相対エネルギー差で，1より小さいとポリマーの溶解・膨潤・劣化
等が起こる可能性あり

市販の保護手袋の当該物質に対する
破過時間を一覧表で表示

混合物の場合_ex.クロロホルム+メタノール
ラベル区分判定理由を出力可能

技術部が現在行っている取り組みと今後の課題

工学系の学生を対象にCRAマルチツールの利用講習会を開催
 化学物質リスクアセスメントの必要性
 マルチツールの使い方

機能追加

リスクアセスメントツールの修正及び機能追加
 火災・爆発リスクアセスメント機能
 リスクアセスメントの現状と対策後の実施レポートの出力機能
 短時間ばく露によるリスク評価機能
 経皮吸収リスク評価機能
 容器ラベル作成機能
 保護手袋の選定機能
 混触危険性の表示機能
 確認測定要否判定機能

CRAツールに使用している各種データベースの更新作業
 NITE統合版GHS分類結果を元にしたGHS分類テーブル
 WorkSafeBC等を元にしたTLV-TWAテーブル
 物性データ
 Gmiccsデータ
 EU-GHSデータ

CRAデータベース更新

学生への教育

保守管理には化学系の知識と
システム系の知識が必要なツール

機能追加毎に検証作業

専用マクロで必要データ
を取得

E-learningで受講可能

このツールを開発しメンテナンスを行っている嘱託職員の任期が残り1
年となり，その後継者がいないことが挙げられる．GHS分類や職業ばく露
限度などのデータ更新については化学系常勤職員により引き継ぎを行い，
今後も継続して行うが，元データのデータベース書式への変換にExcelマク
ロを使用するため，その内容の理解やメンテナンスのスキルを高めていく
必要がある．

今後は情報系の技術職員の応援を受けつつツールの運用を継続して
いく予定である．

本学のCRAツールについて，マルチツールに至るまでの改変の流れ，技術部によるツール教育・保守の内容，新たな化学物質管理を
伴う法改正に合わせた追加機能の紹介等を行った．

今後も継続していくためには。。。
今後の課題
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